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お わ り に



















































































賦課金（3） 環境保護のための間接的（経済的）手段」ジュリスト 982 号（1991）41 頁以下，
および，後掲（Ḽ⚘）等の文献がある。



























基準を定めてその遵守を義務づけ・強制するという command and control を
内容とした伝統的な規制的手法である。そして，このような水管理法，とりわ
⚕） Gesetz zur Ordnung des Wasserhaushalts （Wasserhaushaltsgesetz - WHG）, vom 27. 7.



























⚖） M. Kloepfer, Umweltrecht, 4. Aufl., 2016, § 14 Rn. 415; dazu näher K. Berendes, System und
Grundprobleme des Abwasserabgabengesetzes, DÖV 1981, S. 747ff.; M. Schröder, Lenkungsab-
gaben im Umweltschutzrecht am Beispiel der Abwasserabgabe, DÖV 1983, S. 667ff.
⚗） 排水賦課金のインセンティブ効果については，環境経済学における研究に詳細である。諸富
徹「ドイツ排水課徴金 ボーモル＝オーツ税の理論と実際 」同『環境税の理論と実際』有斐
閣（2000）103 頁，岡敏弘「ドイツ排水課徴金（1） 有効性の定量的評価 」植田和弘ほか編
著『環境政策の経済学 理論と現実 』日本評論社（1997）33 頁参照。更に，森田恒幸「西ド
イツにみる汚染課徴金制度の動向」環境情報科学 12 巻⚒号（1983）82 頁も参照。誘導作用に
関する以下の記述については，これらによるところが大きい。
































⚙） Kloepfer （Fußn. 6）, § 14 Rn. 418; dazu vgl. K. Meßerschmidt, Umweltabgaben als














「排水賦課金法」10)（Gesetz über Abgaben für das Einleiten von Abwasser in














10） Gesetz über Abgaben für das Einleiten von Abwasser in Gewässer （Abwasserab-
gabengesetz - AbwAG）, vom 13. 9. 1976, BGBl. I S. 2721, i. d. F. d. Bek. vom 18. 1. 2005, BGBl. I S.
114, zuletzt geändert durch Artikel 2 der Verordnung vom 1. 6. 2016, BGBl. I S. 1290. なお，
1994 年の第⚔次改正法の施行当時における排水賦課金法の邦訳に，大塚直「ドイツ排水賦課金
法」環境研究 116 号（2000）85 頁がある。

























排水賦課金は，水域への排水の排出（Einleiten von Abwasser in ein Gewässer）
11） 大綱法としての排水賦課金法と，そのもとでの各州の実施法の発展経緯については，以下の
文献に詳しい。H. Köhler/C. C. Meyer, Abwasserabgabengesetz - Kommentar, 2. Aufl., 2006,
Einleitung Rn. 16ff.
12） 各次の改正法の背景および内容については，vgl. Köhler/Meyer （Fußn. 11）, Einleitung Rn.
90ff.
















































































際には 12DM であったが，その後，毎年 6DMずつ 1985 年まで段階的に引き
上げられてきた。1986 年⚑月⚑日からは 40DMに改定された賦課料率は，以
降⚕年間その水準にとどめられたものの，1990 年の排水賦課金法の第⚓次改
正法により，1991 年から⚒年間は 50DMとされ，更に⚒年ごとに 10DMずつ
引き上げられ，最終的には 1999 年に 90DMにまで達する予定であった。しか
し，1994 年の第⚔次改正法では，1997 年以降は 70DMに留め置かれることと
され，現在に至っている（2002 年から 35, 79€）。
当初，排水賦課金の制度設計に関して答申を出した環境問題専門家委員会












16） 諸富・前掲（Ḽ⚗）110 頁による。Rat von Sachverständigen für Umweltfragen, Die
Abwasserabgabe: Wassergütewirtschaftliche und gesamtökonomische Wirkung, 1974.
17） Kloepfer （Fußn. 6）, § 14 Rn. 417, 488ff.


























法 57 条に基づき排水令19)（Verordnung über Anforderungen an das Einleiten von
Abwasser in Gewässer : Abwasserverordnung）において定められる放出限界値
（Emissionsgrenzwerte）等の要求事項（以下，単に「排水基準」という。）を満た
しているにもかかわらず，なお回避することのできない汚染単位をいう。この
18） 宣言に記載すべき内容については，vgl. BVerwG, NVwZ-RR 1999, S. 606.
19） Verordnung über Anforderungen an das Einleiten von Abwasser in Gewässer （Abwasser-
verordnung - AbwV）, i. d. F. d. Bek. vom 17. 6. 2004, BGBl. I S. 1108, 2625, zuletzt geändert
durch Artikel 121 des Gesetzes vom 29. 3. 2017, BGBl. I S. 626.
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20） Kloepfer （Fußn. 6）, § 14 Rn. 500f.
21） 以上に指摘した問題点については，Kloepfer （Fußn. 6）, § 14 Rn. 498f. 補助金の禁止への
抵触の問題を原因者負担原則との関係で指摘するものとしては，更に，山下・前掲（Ḽ⚘）133
頁以下参照。




























22） 阿部・前掲（Ḽ⚔）291 頁以下，特に 292 頁。
23） 環境法における「執行の欠缺」については，近年しばしば論じられるが，とりわけドイツ水
法に関する議論として，vgl. G. Winter, Das Vollzugsdefizit im Wasserrecht: ein Beitrag zur
Soziologie des öffentlichen Rechts, 1975; I. Graf, Vollzugsprobleme im Gewässerschutz: zwischen
verfassungsrechtlichem Anspruch und Realität, 2002.



























25） Vgl. R. A. Kraemer/F. N. Correia （Hrsg.）, Institutionen der Wasserwirtschaft in Europa,
1997, S. 66ff.
26） この点につき，たとえば，定評あるドイツ環境法のテキストの一つである K. Hansmann/
D. Sellner（Hrsg.）, Grundzüge des Umweltrechts, 4. Aufl., 2012, § 8 Rn. 211ff.が，排水賦課金
を，州の行政庁による水法の執行を「側面から支援する手法として」（als flankierende In-
strument）とりあげていることなどに象徴的である。
27） 代表的なものとして，vgl. K. Berendes/K.-P. Winters, Das Abwasserabgabengesetz: eine
systematische Darstellung mit Wiedergabe der wichtigsten Vorschriften, 3. Aufl., 1995, S. 23,
141, 150ff.
































30） Vgl. P. Nisipeanu, Kein Vorankommen auf dem Weg zur 5. Novelle des Abwasserab-
gabengesetzes, NVwZ 2001, S. 1380f.


























32） Vgl. Hansmann/Sellner （Fußn. 26）, § 8 Rn. 224ff.
33） 山下・前掲（Ḽ⚘）134 頁以下は，原因者負担原則が残存汚染にも妥当することを的確に指
摘する。
34） Vgl. Kloepfer （Fußn. 6）, § 14 Rn. 496; Berendes （Fußn. 6）, S. 747ff.; Köhler/Meyer
（Fußn. 11）, § 9 Rn. 39ff.
35） このような批判は，環境経済学における議論に顕著である。たとえば，諸富・前掲（Ḽ⚗）






























37） Vgl. R. Breuer, Verrechnungsprobleme der Abwasserabgabe, NVwZ 2012, S. 200ff.
38） 前掲（Ḽ 35）に同じ。
39） 以下に述べる⚒つの事項を，排水賦課金の改革が必要とされる背景に掲げるものとして，
vgl. F. A. Schendel, Abwasserabgabe - wann kommt eine Reform?, NuR 2016, S. 166ff.
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令」40)（Richtlinie 2000/60/EG des Europäischen Parlaments und des Rates vom 23.
Oktober 2000 zur Schaffung eines Ordnungsrahmens für Maßnahmen der
Gemeinschaft im Bereich der Wasserpolitik ; Directive 2000/60/EC of the European
Parliament and of the Council of 23 October 2000 establishing a framework for
Community action in the field of water policy）（以下，「EU水枠組指令」という。）
は，2000 年 10 月 23 日に採択され，同年 12 月 20 日に発効した。
EUにおいては，公害の未然防止，特に水，大気，騒音分野での対策を重点
課題に掲げた 1973 年と 1977 年の第⚑次および第⚒次の「環境行動計画」41)















40） Richtlinie 2000/60/EG des Europäischen Parlaments und des Rates vom 23. Oktober 2000
zur Schaffung eines Ordnungsrahmens für Maßnahmen der Gemeinschaft im Bereich der
Wasserpolitik （ABl. EG Nr. L 327, S. 1）. EU 水枠組指令のわが国への紹介および邦訳には，藤
堂薫子・佐藤恵子「EU水政策枠組指令 2000/60/EC」環境研究 125 号（2002）66 頁があるが，
本稿での訳は拙訳である。解説としてはほかに，保屋野初子『川とヨーロッパ 河川再自然化
という思想』築地書館（2003）126 頁以下，同「ヨーロッパにおける流域政策の展開と日本の
課題 EU 水枠組み指令の『統合』が示唆すること」日本の科学者 52 巻⚕号（2017）30 頁が
ある。
41） EUの環境行動計画については，和達容子「EC環境政策の変遷」外交時報 1317 号（1995）
57 頁，奥真美「EC 環境政策の動向」森島昭夫ほか編『環境問題の行方』有斐閣（1999）340
頁，同「EU環境法の動向」新美育文ほか編『環境法大系』商事法務（2012）1063 頁など参照。











strumente ; economic instruments）の導入を企図すべきである。水環境への
損害または悪影響に関連した，環境および資源に関する費用を含む水利用
の費用補塡の原理（Grundsatz der Deckung der Kosten der Wassernutzung
einschließlich umwelt- und ressourcenbezogener Kosten ; principle of recovery








































42） BT-Drs. 16/6986, S. 1ff.
43） 水管理法 6a 条⚑項乃至⚔項の追加につき定めた改正法は，Gesetz zur Änderung des Was-
serhaushaltsgesetzes zur Einführung von Grundsätzen für die Kosten von Wasserdienstlei-
stungen und Wassernutzungen sowie zur Änderung des Abwasserabgabengesetzes, vom 11. 4.
2016, BGBl. I S. 745. 更に，同条⚕項を追加する改正法は，Gesetz zur Änderung des Umwelt-
statistikgesetzes, des Hochbaustatistikgesetzes sowie bestimmter immissionsschutz- und
wasserrechtlicher Vorschriften, vom 26. 7. 2016, BGBl. I S. 1839.
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が新設された。
第 6a 条 水サービスおよび水利用の費用のための原理
（Grundsätze für die Kosten von Wasserdienstleistungen und Wassernut-
zungen）










































改革」ドイツ研究 42 号（2008）107 頁が有益である。更に，大綱的立法権限・大綱法に関する
連邦制改革前後における理論と実務の動向については，人見剛「『枠組み法』研究序説 ドイツ
の『大綱法』の紹介と検討 」北村喜宣編著『第⚒次分権改革の検証 義務付け・枠付けの見
直しを中心に 』（自治総研叢書 34）敬文堂（2016）103 頁，また，環境分野の立法権限を検討
対象の中心とするものに，中西優美子「ドイツ連邦制改革と EU法 環境分野の権限に関する











































48） Gesetz zur Ordnung des Wasserhaushalts （Wasserhaushaltsgesetz - WHG）, vom 31. 7.
2009, BGBl. I S. 2585, zuletzt geändert durch Artikel 1 des Gesetzes vom 18. 7. 2017, BGBl. I S.
2771. 2009 年の全面改正を受けた水管理法の紹介および主要条文の邦訳として，渡辺富久子
「ドイツの水管理法」外国の立法 254 号（2012）126 頁がある。
49） Artikel 12 Gesetz zur Neuregelung des Wasserrechts, vom 31. 7. 2009, BGBl. I, S. 2618; BT-





よび影響」51)（Reform der Abwasserabgabe : Optionen, Szenarien und Auswir-
kungen einer fortzuentwickelnden Regelung）（以下，「鑑定意見書」という。）は，
連邦環境・自然保護・建設・原子炉安全省（Bundesministerium für Umwelt,









ャ・資源管理研究所（Institut für Infrastruktur und Ressoucenmanagement :
IIRM）のロベルト・ホレンダー（Robert Holländer）の⚓人を中心とする共同




る。詳細な研究として，E. Gawel/W. Köck u. a., Weiterentwicklung von Abwasserabgabe und
Wasserentnahmeentgelten zu einer umfassenden Wassernutzungsabgabe, UBA-Texte
67/2011. これは，後述の鑑定意見書「排水賦課金の改革」に先立って連邦環境庁から UFZ に
委託された委託研究調査の報告書である。
51） E. Gawel/W. Köck u. a., Reform der Abwasserabgabe : Optionen, Szenarien und
Auswirkungen einer fortzuentwickelnden Regelung, UBA-Texte 55/2014. この鑑定意見書につ
いての研究チームのメンバー自身による紹介・検討として，E. Gawel/W. Köck u. a., Novel-
lierung des Abwasserabgabengesetzes - Reformoptionen und ihre Bewertung, ZfW 2014, S.
57ff.; E. Gawel, Reform der Abwasserabgabe erforderlich, wwt 2014, S. 54ff. このほか，鑑定意見
書の内容を土台として排水賦課金の改革について論じるものとしては，以下の文献がある。K.
Berendes, Zur Diskussion über die Reform der Abwasserabgabe, W+B 2014, S. 57ff.; Schendel
（Fußn. 39）, S. 166ff. 以下の内容については，鑑定意見書およびこれらの諸文献によるところが
大きい。



















能とは，事前配慮の枠組みにおいて（im Rahmen der Vorsorge），そして規










































53） UBA-Text 55/2014 （Fußn. 51）, S. 23, 52, 105ff.





































の費用補塡の原理」（Grundsatz der Deckung der Kosten der Wasserdienstleis-























55） 以上につき，vgl. UBA-Text 55/2014 （Fußn. 51）, S. 385.
56） UBA-Text 55/2014 （Fußn. 51）, S. 32, 69f., 385ff.


















































































57） 以下の内容につき，UBA-Text 55/2014 （Fußn. 51）, S. 390ff.
































































59） 以下の内容につき，UBA-Text 55/2014 （Fußn. 51）, S. 397ff.



















































化」（moderate Stärkung der Lenkungswirkung）にとどまると述べる。
これに対し，④残存汚染分減額措置および⑥建設期間免除措置の維持に加
え，⑤賦課料率の増額を通じて，このシナリオによる改革が実行された場合に











61） 以下の内容につき，UBA-Texte 55/2014 （Fußn. 51）, S. 402ff.































































62） UBA-Texte 55/2014 （Fußn. 51）, S. 435ff.; dazu vgl. Gawel （Fußn. 51）, S. 54ff.
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⑶ そこで，鑑定意見書は，排水賦課金を「事前配慮的な水域保全のための
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